
1© 2025 Kyushu Economic Federation. All Rights Reserved.

２０２6年 1月 19日

地方創生対話フォーラム ＠九州・沖縄ブロック

「新生シリコンアイランド九州」の実現に向けた取組み～
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「新生シリコンアイランド九州グランドデザイン」策定（九州地域戦略会議）

共同議長 九州地方知事会 会長 河野 俊嗣 （宮崎県知事）

九州経済連合会 会長 池辺 和弘 （九州電力 会長）

監 事 沖縄県知事 玉城 デニー

九州経済連合会 副会長 柴戸 隆成 （福岡銀行 会長）

委 員 【行  政】
九州地方知事会会員各県知事
【経済界】
九州経済連合会、九州商工会議所連合会、九州経済同友会、
九州経営者協会

共同事務局 九州地方知事会事務局、九州経済連合会

九州地域戦略会議

設 立：2003（H１５）年10月２８日

目 的：「九州はひとつ」の理念のもと、官民一体となって九州独自の
発展戦略の研究や具体的施策の推進に取り組む。

九州地域戦略会議における議論・決議

⚫ 第44回九州地域戦略会議（2023年10月）において、「新
生シリコンアイランド九州」実現のため、グランドデザイン
を策定することを決議

⚫ 産官学金の協議メンバーによる協議を経て、第45回会議
（2024年6月）にて新生シリコンアイランド九州グランド
デザインを決議

⚫ グランドデザインの位置付け：
半導体製造拠点を立ち上げるだけでなく、将来にわたっ
て九州が世界の産業サプライチェーンの中核を担い続け
るための、九州の産官学金で共有される基本方針

⚫ グランドデザインでは目指す姿＝ビジョンを描き、それを
実現するための課題を網羅的に整理



新生シリコンアイランド九州グランドデザイン ～ビジョン
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新生シリコンアイランド九州グランドデザイン ～ビジョン実現に向けた課題
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1-1 ビジネスエコシ
ステム構築のための
具体的取組みの立
案

1-2 ビジネスエコシ
ステム中核拠点の整
備

1-3 オープンイノ
ベーションの仕組み
づくり

2-1 用地確保等
2-2 交通インフラ
整備

2-3 後工程確立
3-1 ビジネスモデ
ルの創出

3-2 重点応用分野
の研究開発機能の
強化

3-3 新しい重点応
用分野の創出

1-8 情報発信強化
1 ビジネスエコシス
テム

1-4 産学連携共同
研究開発促進

2-8 サプライチェー
ン強化

2 半導体生産
2-4 設計企業誘致
等

3-8 具体的応用策
創出

3 半導体応用
3-4 新規事業・ス
タートアップ創出・
支援

1-7 TLO強化
1-6 新規事業・ス
タートアップ創出・
支援

1-5 マッチング強化 2-7 資源確保
2-6 既存企業によ
る生産機能の拡充・
強化

2-5 重点生産分野
の研究開発機能の
強化

3-7 研究・開発環
境整備

3-6 実証支援
3-5 試作環境の整
備

8-1  ビジネスエコ
システム中核拠点の
整備・運営

8-2 ワンストップ
サービス

8-3 進出に係る規
制緩和

1 ビジネスエコシス
テム

2 半導体生産 3 半導体応用 4-1 人材確保
4-2 大学間役割分
担

4-3 高度研究機関
誘致等

8-8 金融支援
8 公的支援・金融支
援確保

8-4 補助金・税制
面での支援

8 公的支援・金融支
援確保

シリコンアイランド
九州2040

ビジョン

4 人材育成の仕組
み

4-8 域内外大学等
との連携

4 人材育成の仕組
み

4-4 産学連携

8-7 金融・投資 8-6 外国人材
8-5 実証のための
規制緩和

7 地域連携・国際連
携

6 選ばれるまちづ
くり

5 研究開発
4-7 先進地留学促
進

4-6 半導体生産・
応用分野の研究者・
技術者増

4-5 分野融合研究

7-1 地場企業（素
材、装置、装置部品
等）のサプライ
チェーン参入支援

7-2 諸外国・地域
からの企業進出支
援

7-3 在外企業・人
材との連携

6-1 環境負荷の低
減

6-2 官民各種サー
ビスのデジタル化

6-3 官民各種サー
ビスのユニバーサル
化

5-1 高度研究機関
誘致等

5-2 スター人材招
聘

5-3 研究・開発環
境整備

7-8 技術開発連携
7 地域連携・国際連
携

7-4 大学・研究機
関連携

6-8 移住促進・外
国人材積極サポート
施策

6 選ばれるまちづ
くり

6-４ 交通サービス
高機能化

5-8 次世代技術の
研究

5 研究開発 5-4 研究資金確保

7-7 教育連携 7-6 金融・投資 7-5 中央要望
6-7 基礎自治体広
域連携によるエリア
デザインの策定

6-6 防災レジリエ
ンス強化

6-5 教育サービス
高機能化

5-7 域外連携 5-6 基礎研究推進
5-5 シーズ技術の
事業化
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グランドデザイン策定後の取組み

重要課題 会員企業等との連携 行政との連携 台湾との連携

ビジネスモデル
の創出

ビジネスエコシ
ステム中核拠点
の整備

サプライチェーン
強靱化（JASM
等サプライ
チェーン参入）

【半導体戦略専門部会】

• ビジネスモデル（産業テーマ）
選定

• ビジネスエコシステム中核拠
点の整備・運営に関する課題・
具体的取組みの検討
⇒拠点の整備・運営に係る新
制度案策定・要望

• JASM（TSMC）等サプライ
チェーン参入に向けた取組み

【IC設計拠点】
• 設計拠点立上げを大学や企
業・金融機関、自治体、台湾等
と検討

【九州半導体人材育成等コンソ】
•人材育成、SC強靱化

【九州地域戦略会議「新生シリコ
ンアイランド九州プロジェクト」・
広域リージョン連携】
• 官民連携施策検討・実施
• 広域リージョン連携

【各県との個別連携】

• 拠点整備に向けた協議

【基礎自治体との連携】
• 北九州市「G-CITY戦略」検討
会議

• 九州市長会でのグランドデザイ
ンの紹介

• 基礎自治体との意見・情報交換

【日台連携】
• TAITRA・JETROとの三者

MOU

• 日台企業の協業支援（九州大
学・NYCU・Q-BASS連携）

• 日台企業マッチング支援
（SIIQ・Q-BASS等との連携）
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グランドデザイン策定後の取組み

●半導体戦略専門部会 ～九州における産業テーマの検討、ビジネスエコシステム中核拠点の整備・運営に係る新制度案策定・要望

九州各地における産業テーマの検討

ビジネスエコシステム中核拠点の整備・運営に係る制度案の検討

●九州半導体人材育成等コンソーシアム

事務局：
経済産業省

九州経済産業局
九州半導体・デジタル
イノベーション協議会

構成員： 産業界（７６）、教育機関（3４）、行政機関（15）、金融機関（１２）、
協力団体（1８） 合計1５５団体

人材育成WG サプライチェーン強靱化WG

海外との産業交流・人材交流

◼半導体人材育成と確保
•半導体産業のプレゼンス向上、人材育成カリキュラム作
成等

◼企業間取引・サプライチェーンの強化
•大手企業と地域企業等とのマッチングプラットフォーム
構築、新たな投資案件の創出等

◼海外との産業交流促進
・海外の関連機関とのアライアンス形成による産業交流
（人材交流を含む）等
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グランドデザイン策定後の取組み

「新生シリコンアイランド九州プロジェクト」

●九州地域戦略会議 第3期九州創生アクションプラン・広域リージョン連携・新生シリコンアイランド九州情報連絡会

広域リージョン連携

新生シリコンアイランド九州情報連絡会
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グランドデザイン策定後の取組み

●基礎自治体との連携

日台半導体産業共創イベント（2025年7月）
TAITRA・JETROとのMOU
締結式（2025年9月）

北九州市「G-CITY戦略」検討会議 九州市長会総会でのグランドデザインの紹介
(2025年10月)

●日台連携の取組み
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